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彙　　　報

彙 報(平 成皐鱗 謝

人事異動

　　　　　　　 (任期満了)

　 3月31日　館長　　　　　　　佐々木高明

(教育職)

　　　　　　　 (採　　用)

　 2月1日 　第二研究部助手　　桝屋　友子

　　　　　　　 (停　　年)

　 3月31日　第二研究部教授　　杉村　　棟

　　　　　　 (4月1日 付けで龍谷大学教授

　　　　　　に就任)

　　　　　　 (客員研究部門)

　　　　　　　 (任期満了)

　 3月31日　第二研究部教授　　石井　　薄

　　　　　　 (東京外国語大学アジア・アフ

　　　　　　リカ言語文化研究所教授)

　　　　　　第二研究部教授　　片倉　素子

　　　　　　 (中央大学総合政策学部教授)

　　　　　　第三研究部教授　　川田　順造

　　　　　　 (東京外国語大学アジア・アフ

　　　　　　リカ言語文化研究所教授)

　　　　　　第三研究部教授　　佐藤　　俊

　　　　　　 (筑波大学歴史 ・人類学系教

　　　　　　授)

　　　　　　第二研究部助教授　田中　雅一

　　　　　　 (京都大学人文科学研究所助教

　　　　　　授)

　　　　　　第三研究部助教授　木村　秀雄

　　　　　　 (東京大学大学院総合文化研究

　　　　　　科助教授)

　　　　　(外国人客員研究部門)

　　　　　　　 (任期満了)

　 3月31日　第五研究部教授　　馬　　　戎

　　　　　　 (中華人民共和国,北 京大学社

　　　　　　会学人類学研究所教授)

　　　　　　 <任期9.1.10～9.3.31>

　　　　　　第五研究部教授　　高　恵　星

　　　　　　 (アメリカ合衆国,イ ーストR

　　　　　　ック(東 アジア研究)研 究所)

　　　　　　 〈任期8.4.1～9.3.31>

　　　　　　第五研究部助教授　色　　　音

　　　　　　 (中華人民共和国,中 国社会科

　　　　　 学院民族研究所副研究員)

　　　　　　 〈任期8.4.15～9.3.31>

特別共同研究 「人ロ移動の基礎研究」

第2回 国際シンポジウム

◎多様化する北米の人ロ移動:そ の課題と可

　能性

　期間 平成9年1月20日(月)

　　　　　　　　　　　 ～1月22日(水)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回のシソポジウムは,北 米への人

　　　　口送り出し社会の状況と国際経済,

　　　　及び受入れ社会としての対応に焦点

　　　　を当てて,人 口移動の将来を視野に

　　　　入れた議論がおこなわれました。

組織委員会

(委員長)

　　佐々木高明　国立民族学博物館長

(委　員)

　　杉村　　棟　国立民族学博物館副館長

　　石毛　直道　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　 部長

　　端　　信行　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　 部長

　　和田　正平　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部長

　　小山　修三　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　 部長

　　杉田　繁治　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　 部長

　　松原　正毅　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　 企画交流セソター長

　　小村久米夫　国立民族学博物館管理部長

実行委員会

(委員長)

　　大津留(北 川)智 恵子

　　　　　　　　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　 企画交流セソター助教授

(委　員)

　　五十嵐武士　東京大学大学院法学政治学
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　　 　　　　 　 研究科教授

　　押川　 文子　国立民族学博物館地域研究

　　 　　　　 　 企画交 流セ ンター助教授

　　村上　勇介　 国立民族学博物館地域研究

　　 　　　　 　 企画交流 セ ンター助手

　　帯谷　知可　 国立 民族学博物館地域研究

　　 　　　　 　 企画交流セ ンター助手

　　阿部　健一　国立 民族学博物館地域研究

　　 　　　　 　 企画交流セ ンター助手

　　寺 田　吉孝　国立民族学博物 館第二研究

　　 　　　　 　 部助手

　　伊藤　憙 彦　国立民族学博物 館研究協 力

　　 　　　　 　 課長

報告 ・討論者

　　Escobar-Latapi,　Agustin

　　 　　　　 　 CIESAS　 Occidente

　　Kroes,　Rob

　　 　　　　 　 University　of　Amsterdam

　　Maxtin,　Philip

　　 　　　　 　 University　of　California,

　　 　　　　 　 Davis

　　Mclellan,　Janet

　　 　　　　 　 University　of　Toronto

　　Nakanishi,　Don

　　 　　　　 　 University　of　California,

　　 　　　　 　 Los　Angeles

　　 Sassen,　Saskia

　　 　　　　 　 Columbia　 University

　　 Woon,　 Yuen-fong

　　 　　　　 　 University　of　Victoria

　　 五十嵐武士 　東京大学大学院法学政治学

　　 　　　　 　　研究科

　　 伊豫谷登士 翁　東京外 国語大学外国語学

　　 　　　　 　　部

　　 大津留智 恵子　 国立民族学博物館地域研

　　 　　　　 　　究企画交流 セ ソター

　　 小井土彰宏　上智大学外 国語学部

　　 庄司　啓一　城 西大学経済学部

　　 高木真理子　東海女子 大学文学部

　　 竹沢　泰子　筑波大学 社会 科学系

　　 橋本　光平　PHP総 合研究所

　　 宮川　 成雄　同志社 女子大学学芸学部
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　 村山　 裕三　大 阪外 国語大学外国語学部

　 森川眞規雄　 同志社大学社会学部

　　米山　　裕 　東 洋女子短期大学欧米文化

　　 　　　　　 学科

日　 程

1月20日 　　(.月)

10:00受 付

11:15開 会式　　 (司会:大 津留智恵子)

　　 　　 あい さつ 　　 　 　 　 　佐 々木高 明

　11:30基 調演説

　　 　　 大量移 民の新 しい波 と新 たな るア

　　 　　 イデ ンテ ィテ ィの模索 五十嵐武士

13:30セ ッシ ョン1:送 り出 し社 会 の社

　　 　　 会 ・経済的状況

　　 　　　　　　　　 (司会:米 山　　裕)

　　 　　 パ ラ ドックスの鍵:メ キ シコの安

　　 　　 定化,社 会 状況 と国外移民,1988

　　 　　 年～1994年 　　 A.Escobar-Latapi

　14:001990年 代,中 国南部 の 国外移 民2

　　 　　 地域 におけ る家族戦略

　　 　　　　　　　　　　Yuen-fong　 Woon

　l4:30第1次 ・第2次 移民 の社会 ・経済

　　 　　 的背景:レ バ ノソを事例 として

　　 　　　　　　　　　　 　　 橋本　光平

　15:15コ メ ン ト　　　 　　　 米山　 　裕

　15:30討 論

1月21日(火)

9:00　 セ ッシ ョソ2:産 業 の構 造変化 と

　　 　　 労働者 の移動

　　 　　　　　　　 (司会:伊 豫谷登士翁)

　　 　　 経 済統 合 と米墨移民Philip　Martin

9:30　 経 済構造 の変化 とア ジア系移 民の

　　 　　 科学者 ・技術者　　　　庄司　啓一

　10:15都 市 におけ る新 しい雇用体系:移

　　 　　 民労働者 への影響　 Saskia　Sassen

　10:45コ メソ ト　　　　　 伊豫谷登士翁

　11:00討 論

　13:30セ ッシ ョン3:受 け入れ社会 での

　　 　　 定着 と摩 擦　(司会:村 山　裕三)

　　 　　 民族 の天国?　 ハ ワイに おけ る協

　　 　　 調的民族間関係の神話 高木真理子

　14:00潜 在的勢 力 と現実 の勢力:ア ジア
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　　　　 系 ア メ リカ人 の政 治参加

　　　　　　　　 　　　　　 Don　Nakanishi

　 14=45メ キ シ コ系移 民 の取 り込み と排除

　　　　 の力学　　 　　　　　 小井土彰宏

　 15:15「 東 洋系」が社会的弱者 でな くな っ

　　　　 た 場合:オ ソタ リオ州マ ー クハ ム

　　　　 での中国系 とカナダ人の衝突

　　　　　　　　 　　　　　　　森川眞規雄

　 15:45コ メ ソ ト　　　　　　 村山　 裕三

　 16:00討 論

1月22日(水)

　9:00セ ッシ ョン4:「 国民 」を ど う定

　　　　 義づけ るか(司 会:大 津留智 恵子)

　　　　 マルチ カルチ ュラ リズ ムと市民:

　　　　 アメ リカの統合か分離か

　　　　　　　　 　　　　　　　竹沢　泰子

　9:30　 アメ リカの移民 ・難民 法:「 外 国

　　　　 人」に対す る曖昧 さの法的考 察

　　　　　　　　 　　　　　　　宮川　 成雄

　 10:ISカ ナ ダ:マ ルチ カル チ ュラル な地

　　　　 球的視野で見た国民

　　　　　　　　 　　　　　3anet　McLellan

　 10:45地 球 化 と地 域 化 の合 間 で の 国民

　　　　　　　　 　　　　　　　 Rob　Kroes

　 11:15コ メン ト　　　 　　 大津留智 恵子

　 11:30討 論

　14:00セ ッシ ョン5:総 括 討論

　　　　　　　　 　 (司会:大 津留智恵子)

　　　　 問題提起　　　　　　　　各司会者

　14:30総 括討論

　 16:45閉 会　　 　　　 　　 大津 留智恵子

特別共同研究 「国家 と民族集 団」

第1回 国際 シンポ ジウム

◎中東におけ る国家形成 と民族 関係

　期間 平成9年1月28日(火)

　　　　　　　　 　　　　～1月30日(木)

　場所　国立民族学博物 館

　摘 要　今回の シソポジ ウムは,中 東におけ

　　　　る国家形成 の抱 える諸問題 を民族 ・

　　　　エス ニック諸関係 の観点か ら検討す

　　　　る ことを 目的 として,議 論が行われ

　　　　ました。

組織委員会

(委員長)

　　佐 木々高明　国立民族学博物館長

(委　員)

　　杉村　　棟　国立民族学博物館副館長

　　石毛　直道　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部長

　　端　　信行　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　 部長

　　和田　正平　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部長

　　小山　修三　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　 部長

　　杉田　繁治　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　 部長

　　松原　正毅　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　 企画交流センター長

　　小村久米夫　国立民族学博物館管理部長

実行委員会

(委員長)

　　臼杵　　陽　国立民族学'博物館地域研究

　　　　　　　 企画交流セソター助教授

(委　員)

　　鈴木　　薫　東京大学東洋文化研究所教

　　　　　　　 授

　　長澤　栄治　東京大学東洋文化研究所助

　　　　　　　 教授

　　柳橋　博之　東北大学大学院国際文化研

　　　　　　　 究科助教授

　　大塚　和夫　東京都立大学人文学部助教

　　　　　　　 授 ・民博客員助教授

　　小杉　　泰　国際大学大学院助教授

　　西尾　哲夫　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　 部助教授

　　帯谷　知可　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　 企画交流セソター助手

　　伊藤　悉彦　国立民族学博物館研究協力

　　　　　　　 課長

報告 ・討論者

　　アイケルマソ,デ ールF.

　　　　　　　　ダートマス大学人類学科教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　237



　　　　　　　 授(ア メリカ合衆国)

　　ゴールドバーグ,ハ ルヴェイE.

　　　　　　　　エルサレム・ヘブライ大学

　　　　　　　　社会学人類学科教授(イ ス

　　　　　　　　ラエル)

　　ハッムーティー,ア フトゥッフー

　　　　　　　　プリンストン大学人類学科

　　　　　　　　教授(ア メリカ合衆国)

　　イブラーヒーム,サ ァドゥッディーン

　　　　　　　　カイロ・アメリカ大学社会

　　　　　　　　学科教授(エ ジプト)

　　トプラク,ザ ーフェル

　　　　　　　　ボスフォラス大学歴史学科

　　　　　　　　教授

　　松原　正毅　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　　企画交流セソター長

　　臼杵　　陽　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　　企画交流センター助教授

　　大塚　和夫　東京都立大学人文学部助教

　　　　　　　　授,国 立民族学博物館客員

　　　　　　　　助教授

　　赤堀　雅幸　専修大学法学部講師

　　伊能　武次　中部大学国際関係学部教授

　　加藤 　博 一橋大学経済学部教授

　　加納　弘勝　津田塾大学学芸学部教授

　　木村　修三　神戸大学法学部教授

　　クレイボ,ア リー

　　　　　　　　東京外国語大学外国語学部

　　　　　　　　客員教授

　　小杉　　泰　国際大学大学院国際関係研

　　　　　　　　究科助教授

　　サ ドリア,モ ジュタバ

　　　　　　　　中央大学総合政策学部教授

　　清水 　学 宇都宮大学国際学部教授

　　鈴木　　薫　東京大学東洋文化研究所教

　　　　　　　　授

　　田村　愛理　東京国際大学商学部助教授

　　富田　広士　慶鷹義塾大学法学部教授

　　中田 　考 山口大学教育学部助教授

　　長澤　栄治　東京大学東洋文化研究所助

　　　　　　　　教授

　　宮治　一雄　恵泉女学園大学人文学部教
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　　　　 　　　 授

日　 程

1月28日(火)

10:00参 加者登録

　11:15開 会式　　　 (司会:松 原　正毅)

　　　　 あいさつ 　 　 　　 　 　佐 々木高明

　ll:30基 調講演 　　(司会:臼 杵　　陽)

　　　　 文化世界 ・政治単位 ・アイ デ ンテ

　　　　 ィテ ィー比較 史の なかのネ イシ ョ

　　　　 ン ・ステイ ト現象　 　 鈴木　　薫

13:30セ ッシ ョソ1:国 家形成 とエス ニ

　　　　 シテ ィー理論的展望

　　　　 　　　　 (司会:ゴ ール ドバ ーグ)

　　　　 中東Y`　 け るエス ノナ シ ョナ リズ

　　　　 ムお よび宗教 の政治 アイケル マソ

　14:15国 家形 成 とエ ス ニシテ ィー政 治経

　　　　 済学的展望　　　　　 宮路　一雄

　15:.3中 東Y'お け るエス ニ ック関係の変

　　　　 容一 先進 ・後進 の枠組 みか ら一3

　　　　 つ の国に おけるエス ニ ック集団を

　　　　 事例に一 　　　　　　　加納　弘勝

　16:00討 論　 デ ィスカ ッサ ソ ト

　　　　 　　　　　　　　ア リー ・クレイボ

1月29日(水)

9:00　 セ ッシ ョソ2:国 家形成 とエ ス ニ

　　　　 ック集 団　 (司会:イ ブラーヒム)

　　　　 ユ ダヤ人 国家 の宗教 ・エス ニ ック

　　　　 ・ディレンマ ー文化的 ・歴史的パ ー

　　　　 スペ クテ ィブ 　 　 ゴール ドバ ーグ

9:45　 エ ジプ トの政 治変動 におけ る宗教

　　　　 と国家 　　　 　　 　　 伊能　武次

　10:30ズ ィン ミーとマイ ノ リテ ィーイス

　　　　 ラーム的共存構造 と国民国家

　　　　 　　　　　　　　　　 田村　愛理

　 11:15討 論　デ ィス カッサ ン ト

　　　　 　　　　　　　　　　 木村　修三

　 14:00セ ッシ ョン3:エ ス ニシテ ィーと

　　　　 イスラーム　 (司会:清 水 　　学)

　　　　 ア ラブ世 界に おけ るエ スニ シテ ィ

　　　　 の多様性　　　　　 イブラー ヒム

　 14:45イ ス ラームにおけ るエ ス ニシテ ィ

　　　　 　　　　　　　　　　 　中田　　考



彙　　　報

　15:45帝 国 の遺産 と国民 国家の枠組 みの

　　　　 狭 間のエスニシテ ィ　 　 サ ドリア

　16:30討 論 　デ ィスカ ッサ ソ ト

　　　　　　　　　 　　　　　 小杉　　泰

1月30日(木)

　9:00　 セ ッシ ョソ4:エ ス ニシテ ィとア

　　　　 イデ ソテ ィテ ィ

　　　　　　　　　 (司会:ア イケルマ ン)

　　　　 モ ロッコにおける国家,部 族主義,

　　　　 お よびエス ニシテ ィ

　　　　　　　　　 　　　　ハ ツムーア イー

　9:45　 多元的アイデンティ テ ィとエス ニ

　　　　 シテ ィー 北 スー ダンの事 例か ら一

　　　　　　　　　 　　　　　　大塚 　和夫

　10:30遊 牧 民Minority　 or　Vagabond?

　　　　 一 「国民国家」エ ジプ トの形成 と遊

　　　　 牧民一 　 　 　　 　 　　加藤 　　博

　 11:15討 論　 ディス カッサ ソ ト

　　　　　　　　　 　　　　　　赤堀 　雅幸

　 13:30セ ッシ ョソ5:エ ス ニ シテ ィ と国

　　　　 民経済　　　 (司会:宮 路　一雄)

　　　　 近代 トル コにおけ る国民経済 と民

　　　　 族関係　　 　　　　 　　 トプラク

　 14:45パ レス チナお よび ヨル ダンにおけ

　　　　 るアラブ ・パ ンク 清水 学

　 15:15エ ジプ トにおけ るエタ テ ィズム と

　　　　　 "民族 ブルジ ョワジー"

　　　　　　　　　 　　　　　　長澤　栄治

　 16:00討 論　 デ ィスカ ッサ ン ト

　　　　　　　　　 　　　　　　富 田　広士

　 16:30閉 会 の挨拶

文部省国際シ ンポジウム

◎民族の文化 とその政治経済学一束 アジアの

　 少数民族を例 として一

　 期間 平成9年2月13日(木)

　　　　　　　　　 　　　～2月16日(日)

　 場所　国立民族学博物館

　 摘要 　今回の シンポジ ウムは,東 アジアの

　　　　 少数民族に焦点を当て,民族や文化,

　　　　 地域社会国家を巡 る最新 の状況 を明

　　　　 らかに して,諸 問題解決 のために地

　　　　域を超えた展望を開くべく活発な討

　　　　論が行われました。

組織委員会

(委員長)

　　佐h木 高明　国立民族学博物館長

(委　員)

　　杉村　　棟　国立民族学博物館副館長

　　石毛　直道　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部長

　　端 信行 国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部長

　　和田　正平　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部長

　　小山　修三　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部長

　　杉田　繁治　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部長

　　塚田　誠之　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部助教授

　　小村久米夫　国立民族学博物館管理部長

実行委員会

(委員長)

　　横山　廣子　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部助教授

(委　員)

　　大塚　和義　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部教授

　　長野　泰彦　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部教授

　　朝倉　敏夫　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部助教授

　　小長谷有紀　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部助教授

　　塚田　誠之　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部助教授

　　庄司　博史　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部助教授

　　佐々木史郎　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部助教授

　　田村　克己　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部助教授

　　野林　厚志　国立民族学博物館第三研究
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　　　　　　　　部助手

　　伊藤　悪彦　国立民族学博物館研究協力

　　　　　　　　課長

事務局

　　浦野　民子　国立民族学博物館研究協力

　　　　　　　　課国際協力係

　　竹内登紀子　　「東アジアの民族文化」事

　　　　　　　　務局

(報告者)

　　S.アルチュノフ

　　　　　　　　ロシア科学アカデミー民族

　　　　　　　　学人類学研究所

　　蒋 　 斌 中央研究院民族学研究所

　　喬　　　健　東華大学族群関係與文化研

　　　　　　　　究所

　　D.C.グ ラッドニー

　　　　　　　　ハワイ大学マノア校イース

　　　　　　　　トウエストセンター

　　果 洪昇 中国社会科学院民族研究所

　　M.H.ハ ソセン

　　　　　　　　オスロ大学開発環境研究所

　　都　　時遠　中国社会科学院民族研究所

　　T。ヘーベラー

　　　　　　　　 トリアー大学東アジア・太

　　　　　　　　平洋研究所

　　洪 時栄 中央民族大学民族理論政策

　　　　　　　　研究所

　　江　　　平　国家民族事務委員会民族問

　　　　　　　　題研究センター

　　金　　柄鏑　中央民族大学民族理論政策

　　　　　　　　研究所

　　 M.ク リュコフ

　　　　　　　　淡江大学ロシア・スラブ研

　　　　　　　　究所

　　松本光太郎　東京経済大学

　　大塚　和義　国立民族学博物館

　　庄司　博史　国立民族学博物館

　　唐　　　屹　国立政治大学

　　塚田　誠之　国立民族学博物館

　　横山　廣子　国立民族学博物館

(討論者)

　　朝倉　敏夫　国立民族学博物館
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　 J.S.イ ーズ 滋賀大学

　 小長谷有紀　国立民族学博物 館

　 S.K.マ ラー二

　　　 　　 　　 国際基督 教大学

　 松澤　員子　神戸女学院大学

　 毛里　和子　横浜市立大学

　 村上　勝彦　東京経済大学

　 長野　泰彦　 国立民族学博物 館

　 野林　厚志　 国立民族学博物館

　 大林　 太良　東京女子大学

　 佐 々木信彰　大阪市立大学

　 佐h木 史郎　 国立民族学博物館

　 田村　克 己　 国立民族学博物館

　 N.ジ ュコフスカヤ

　　　 　　 　　 ロシア科学 アカデ ミー民族

　　　 　　 　　 学 人類学研究所

日　 程

2月13日(木)

　　　 　 参加者登録

2月14日(金)

　10:00開 会式　　　 (司会:田 村 　克 己)

　　　 　 あいさつ 　 　 　 　 　 　佐 々木 高明

　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　江 　　　平

　10:20問 題提起　 　　 　　　 横 山　廣子

　10:40セ ッシ ョソ1

　　　 　　 　　 　　 　(座長:長 野　泰 彦)

　10:40チ ベ ッ ト仏教 とチベ ッ ト伝統文 化

　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　江　　　平

　11:20多 文化主義 と文化 カ ウンセ リソグ

　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　喬　 　 　健

　11:50討 論　　　　コメ ソ ト:松 澤　員子

　13:40セ ッシ ョソ2

　　　 　　 　　 　　 　(座長:田 村　克己)

　13:40社 会変化 の プ ロセスにお ける民族

　　　 　 回帰,エ ス ニ ック ・アイデ ンテ ィ

　　　 　 テ ィと民族対立一 経済 ・社会 発展

　　　 　 と しての ナシ ョナ リテ ィーの問題

　　　 　 のプRセ スー 　 　 　T.ヘ ーベ ラー

　14:10現 代 化の過程 におけ る少 数民族文

　　　 　 化　 　 　 　 　　 　 　 郷 　 　時遠

　14:40討 論　　 　　コメン ト:佐 々木信彰

　15:35セ ッシ ョン3



彙　　　報

　　　　 　　　 　　　 (座長:庄 司　博史)

　15=35中 国南部 少数民族 をめ ぐる四つの

　　　　 問題　　　　　　　　　松本光太郎

　16:05中 国に おけ るナシ ョナ ル ・アイデ

　　　　 ンテ ィテ ィと多文化 主m三 つの

　　　　 ムス リム少数民族 間の分節 的 ヒエ

　　　　 ラルキ ー-　 　　D.グ ラッ ドニー

　16:35討 論 　　　　 コメン ト:J.イ ーズ

2月15日(土)

　9:30　 セ ッシ ョソ4

　　　　 　　　 　　　 (座長:長 野 　泰彦)

　9:30　 民族社 会 の発 展 と民族文 化の変遷

　　　　 　　　 　　　　 　　　 金　 　柄鏑

　 10:00中 国人に なる ことを学 ぶ?一 中国

　　　　 の三つの少数 民族 におけ る少数民

　　　　 族 教育 とエス ニ ック ・アイ デ ンテ

　　　　 ィテ ィー 　 　　　 　　M.ハ ンセ ン

　 10:30多 民族 国家 におけ る少数民族 語一

　　　　 社会 ・政 治的条件 のかか わ りにお

　　　　 いて一 　　 　　　　 　 庄 司　博史

　 11:10討 論 　　 コメソ ト:S.マ ラーニー

　 13:30セ ッシ ョソ5

　　　　 　　　 　　　 (座長:朝 倉　敏夫)

　 13:30台 湾 の オース トロネ シア系集団 の

　　　　 文化再 生 と民 族 アイ デ ンテ ィテ ィ

　　　　 ー1980年 か ら1995年 まで一

　　　　 　　　 　　　　 　　　 蒋　 　 　斌

　 14:00現 代におけ る アイ ヌ民族 自立運動

　　　　 に関す る諸 問題一近 代 の同化政 策

　　　　 か ら現在 の新法制定論議 まで一

　　　　 　　　 　　　　 　　　 大塚　和義

　 14:30討 論 　　　　コメン ト:野 林　厚志

　 15:30セ ッシ ョン6

　　　　 　　　 　　　 (座長:小 長谷有紀)

　 15:30中 国 ・広西西部靖 西県 におけ るチ

　　　　 　ュワン族の文化 変化 の一 側面一経

　　　　 済 ・社 会 的 変動 の なか の 民 族文

　　　　 化一 　 　 　 　 　 　 　 塚 田　誠 之

　 16:00オRチ ョソ族 の民族文 化 と現代 化

　　　　 　　　 　　　　 　　　 洪　 　時栄

　 16:30討 論 コメソ ト:N.ジ ュコフス カヤ

2月16日(日)

　9:30　 セ ヅショソ7

　　　　　 　　　　　 (座長:塚 田　誠之)

9:30　 中国少数 民族 の現 代化 におけ る基

　　　　 本 問題 の探究 　 唐 屹

10:00満 族 の社 会 ・文化 の変革 と民族 の

　　　　 発展　　 　　 　　 　　果　 　洪昇

10:30文 化 とエス ニ シテ ィー新 たな アプ

　　　　 ローチへの試 み一M.ク リュコフ

　11:10討 論　　　　コメソ ト:佐 々木史郎

　13:30セ ッシ ョソ8

　　　　　 　　　　　 (座長:小 長谷有紀)

　13:30観 光 を中心 とす る経 済発展 と文 化

　　　　 一雲南省大理盆地の場合一

　　　　　 　　　　　　　　　 横山　廣子

　14:00コ ーカサ ス高地少数 民族 におけ る

　　　　 社会経済変化　 　 S.ア ル チzノ ブ

　14:30討 論 　　　　コメ ン ト:村 上　勝彦

　15:25総 合討論

　　　　　 　　　　　 (座長:横 山　廣子)

　　　　　 　　　　　コメソ ト:毛 里　和子

　　　　　 　　　　　　　　　 大林 　太 良

文部省国際 シンポ ジウム

国際地域研究集会

◎経済改革下 の南 アジア

　期間　平成9年3月17日(月)

　　　　　 　　　　　　　～3月19日(水)

　場所　 国立民族学-博物館

　摘要 　今回の シソポジ ウムは,経 済 自由化

　　　　政 策の もとで大 きく動 く南 アジア社

　　　　会 の諸相 を多様 な分野 の専門家 によ

　　　　 る包括的かつ長期的視 野に立 った見

　　　　 地か ら活発な討論 がお こなわれ まし

　　　　 た。

組織委員会

(委員長)

　　 佐 々木高 明　 国立民族学博物館長

(委 員)

　　 杉村 　　棟 　国立民族学博物館副館長

　　 石毛 　直道 　国立民族学博物館第一研究

　　　　　 　　　部長

　　 端 信行 国立民族学博物館第二研究
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　　　　　　　 部長

　　和田　正平　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部長

　　小山　修三　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　 部長

　　杉田　繁治　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部長

　　松原　正毅　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　　企画交流センター長

　　小村久米夫　国立民族学博物館管理部長

実行委員会

(委員長)

　　押川　文子　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　　企画交流センター助教授

(委　員)

　　小谷　在之　日本南アジア学会10周年記

　　　　　　　　念事業企画委員長,東 京都

　　　　　　　　立大学文学部教授

　　中里　成章　日本南アジア学会理事,東

　　　　　　　　京大学東洋文化研究所教授

　　杉本　良男　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部助教授

　　吉田　集而　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　　企画交流センター教授

　　大津留(北 川)智 恵子

　　　　　　　　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　　企画交流センター助教授

　　阿部　健一　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　　企画交流センター助手

　　帯谷　知可　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　　企画交流センター助手

　　村上　勇介　国立民族学博物館地域研究

　　　　　　　　企画交流センター助手

　　伊藤　悉彦　国立民族学博物館研究協力

　　　　　　　　課長

報告 ・討論者

　　 プラビールジット・サルカール

　　　　　　　　社会科学研究セソタ　 +'

　　　　　　　　　(インド)

　　 ダナガレ,D.N.

　　　　　　　　 シバジー大学学長(イソド)

　　 ダス,ア ルヴィンド・ナラヤン
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　 　　 　　　 　 (アジア太平洋 コ ミュニケ

　 　　 　　　 　 ション協会代表者(イ ソ ド)

　 カル レカル,マ ーラヴ ィカ

　 　　 　　　 　女性開発研究 センター研究

　 　　 　　　 　員(イ ソ ド)

　 ジ ョバ レ,レ フマ ン

　 　　 　　　 　政 策対話 セ ソター長(バ ン

　 　　 　　　 　 グラデ シュ)

　 リーヴス,ピ ーター

　 　　 　　　 　 カーティン工科大学社会科

　 　　 　　　 　学学部教授(オ ース トラ リ

　 　　 　　　 　 ア)

　 ブレマ ン,ヤ ソ

　 　　 　　　 　 アムステルダム大学 アジア

　 　　 　　　 　 研究 セ ソター長(オ ラ ソダ)

　 シヤムスル,A.B.

　 　　 　　　 　 マ レー シア国民大学人類学

　 　　 　　　 　 ・社会学学部教授(マ レーシ

　 　　 　　　 　 ア)

　 ブ リジ ・タ ンカ

　 　　 　　　 　 デ リー大学 日本 ・中国語 学

　 　　 　　　 　 科教授(イ ソ ド)

　 石上　悦朗　福 岡大学教授

　 臼田　雅 之　東海大学教授

　 絵所　秀 紀　法政大学教授

　 押川　文 子　 国立民族学博物館地域研究

　 　　 　　　 　 企画交 流セ ソター助教授

　 金子　　勝　法政大学教授

　 古賀　正則　 明治大学教授

　 小谷　在之　東京都立大学教授

　 佐藤　　宏　 アジア経済研究所地域研究

　 　　 　　　 　 部長

　 関根　康正　筑波大学教授

　 Chandra,　Sudhir

　 　　 　　　 　 東京外国語大学客員教授,

　 　　 　　　 　 社会研究 セ ソター(イ ン ド,

　 　　 　　　 　 ス ーラ ト)教 授

　 内藤　雅雄　東京外国語大学教授

　 中里　成章　東京大学 教授

　 堀本　武功　 国立国会図書館

日　 程

3月17日(月)



彙　　　報

　 10:00参 加者登録

　 11:00開 会式 　　　(司会:押 川　文子)

　 　　　 あいさつ　 　 　 　　 　佐 々木高 明

　 　　　 　　　　 　　　　 　　 松原　正毅

　 　　　 　　　　 　　　　 　　 辛 島　 　昇

　 ll:30基 調報告

　 　　　 経済改革下 の南 アジア

　 　　　 　　　　 　　　　 　　 古賀　正則

　 13:15セッション1:南 ア ジアにおけ る

　 　　　 経済改革の特質

　 　　　 　　　　 　　 (司会:古 賀　正則)

　 　　　 イ ン ドの 国際 収支危機一 新経済 政

　 　　　 策 の下 で回復 したのか一

　 　　　 　　プラ ビールジ ッ ト・サル カール

　 14:00バ ングラデ シュにおけ る経済 改革

　 　　　 　　　　 　　　ジ ョバ ソ ・レフマソ

　 15:00経 済改革:イ ソ ドと中国 の比較検

　 　　　 討 　　 　 　　 　 　　 　金子　 　勝

　 15:45イ ン ドの工業化 と政府 の役割

　 　　　 　　　　 　　　　 　　 石上 　悦朗

　 16:30コ メン ト　　　　　　 絵所　秀紀

　 　　　 討論

3月18日(火)

　 9:30　 セ ッシ ョン2:経 済改革 下 の政 治

　 　　　 システムの変容

　 　　　 　　 (司会:ジ ョパ ン ・レフマ ソ)

　 　　　 経 済改革 のポ リテ ィカル ・エ コノ

　 　　　 　　 ダス,ア ル ヴィソ ド・ナラヤン

　 1015イ ソ ドにおけ る第ll次 下院 選挙 の

　 　　　 政治的意味　　　　　 佐藤 　　宏

　 ll:15イ ン ドにおけ る経 済改革 と政治一

　 　　　 西ベ ソガル州の状況一

　 　　　 　　　　 　　　 リーブス,ピ ーター

　 12:00コ メン ト　　 　　　　 堀本　武功

　 　　　 討論

14:00セッション3:経 済 改革下 の社会

　　　　変 化　　　　(司会:小 谷　江之)

　　　　 イ ソ ド経 済に おけ る 「イ ソフ ォー

　　　　 マル ・セ クター」　フ レマ ソ,ヤ ン

14:45女 性 と経 済改革:『 保健』 行政 を

　　　　 め ぐって

　　　　　　　 カル レカル,マ ー ラヴィカ

15:45都 市住 民 の政 治意識 と行動一 ボ ソ

　　　　 ベ イの シヴ ・セ ーナーを事例 に一

　　　　　　　　 　　　　　　 内藤 　雅雄

16:30経 済 改 革 下 の農 民 運 動 一 マ ハ ー

　　　　 ラーシ ュ トラ州を事例に一

　　　　　　　　 　　　　 ダナ ガ レ,D.N

l7:15討 論

3月19日(水)

9:30　 セ ッシ ョン4:経 済 改革下 におけ

　　　　 る文 化変容

　　　　　　 (司会:ダ ス,ア ル ヴィソ ド,

　　　　　　　　 　　　　　　 ナ ラヤ ソ)

　　　　 コ ミsナ リズ ムと近代の思考法

　　　　　　　　 　　　　　　 関根　康正

　10:15経 済 改革下 の 「サバ ル タソ研究 」

　　　　 一変化 の特色一 　 　　　臼田　 雅之

ll:15イ ン ドに おけ る経済 計画 の期 限を

　　　　 め ぐって　　　　　　　中里　成章

　12:00コ メン ト チ ャン ドラ,ス デ ィール

　14:00セ ッシ ョン5:国 際関係 の新潮流

　　　　　　　　(司会:ダ ナ ガレ,D.　N.)

　　　　 東南 ア ジアか ら見た南 アジ アの変

　　　　 貌 シャムスル,A.B.

　14:45東 ア ジアの経 済発展 のイ ソ ドに対

　　　　 す る意義　 　　 　 ブ リジ,タ ンヵ

　15:30討 論

　16:15総 括討論(司 会:ブ レマ ン,ヤ ソ)

　　　　　　　　 　　 (司会:押 川　 文子)

海 外における研究 ・調査 ・収集活動

氏 名 　 　　 官 職 　 　　 出 発 帰 国 　 　 行 　先

田村　克 己　 助教授(第 五研究部)　 9.1.5　 9.1.16　 イギ リス

加藤　昌彦　 助　手(第 五研究部)　 9.1.6　 9.2.16　 タイ,ミ ャソマ ー

吉田　 憲司　 助教授(第 四研究部)　 9.1.10　 9.2.21　 フランス,イ ギ リス,ス イス
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林 勲男 助 手(第 四研究部)9.1.119.2.28イ ギ リス,フ ランス

塚 田　誠之　　助教授(第 二研 究部)　 9.1.13　 9.1.27　 中華人民共和国

栗本　英世　 助教授(第 三研 究部)　 9.1,14　 9.3.10　 ケニア,エ チオ ピア

阿部　健一　 助　 手(地 　域　研)　 9.1.19　 9.3.9　 イン ドネ シア

福 岡　正太 　 助 手(第 二研 究部)　 9.1.26　 9.9.9　 イ ン ドネ シア

吉 田　集而　 教　授(地 　域　研)　 9.1.26　 9.2.26　 大韓民国,ベ トナム,タ イ,マ レー

　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　シア,シ ソガポ ール,イ ン ドネ シア

秋道　智彌　 教　授(第 一研究部)　 9.2.2　 9.2,23　 イギ リス

大 津留智恵子 助教授(地 　域　研)　 9.2.4　 9.8.28　 アメ リカ合衆国

立川　武藏　 教　授(第 二研究部)　 9.2.13　 9.3.5　 台湾,タ イ,バ ソグ ラデシ ュ,ネ パー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ノレ

ピー タ ー ・ジ ョゼ フ ・マ シ ウス

　 　 　 　 　 　 助 手(第 四 研 究部)9.2.219.3.4ニ ュー ジ ー ラ ン ド,オ ース トラ リア

大塚 　 和 義 　 教 　 授(第 一 研 究部)　 9.2.22　 9.3.12　 ア メ リカ合 衆 国

臼杵 　 　陽 　 助 教 授(地 　 域 　 研)　 9.2.24　 9.3.6　 チ ュニ ジ ア

山 本　 紀 夫 　 教 　 授(第 五 研 究 部)　 9.2.26　 9.3.19　 ネ パ ー ル

長 野　 泰 彦 　 教 　 授(第 一 研 究 部)　 9.2.27　 9.3.26　 中華 人 民 共 和 国,ネ パ ール,イ ソ ド

清 水　 昭 俊 　 教 　 授(第 四 研 究 部)　 9.2.27　 9.8.27　 中華 人 民 共 和 国

三 島 禎 子 　 助 　手(第 三 研 究 部)　 9.2.28　 10.2.27　 フ ラ ソス

横 山　 廣 子 　 助 教 授(第 二 研 究 部)　 9.3.1　 9.3.17　 中華 人 民 共 和 国

上杉 　 富 之 　 助 　 手(第 二 研 究 部)　 9.3.1　 9.3.15　 マ レー シア

田村 　克 己 　 助 教 授(第 五 研 究 部)　 9.3.4　 9。3.26　 ミャ ソマ ー

栗 田 　靖 之 　 教 　授(第 二 研 究 部)　 9.3.7　 9.3.14　 カ ナ ダ,ア メ リカ合 衆 国

小 山　 修 三 　 教 　 授(第 四 研 究 部)　 9.3.8　 9.3.21　 オ ース トラ リア

久保 　正 敏 　 　助 教 授(第 五 研 究 部)　 9.3.8　 9.3.21　 オ ース トラ リア

臼杵 　 　陽 　 助 教 授(地 　 域 　 研)　 9.3.20　 9.5.17　 イ ス ラエ ル

上 杉 　 富 之 　 助 　 手(第 二 研 究 部)　 9.3.27　 10.1.26　 イ ギ リス

野 林 　 厚 志 　 　助 　 手(第 三 研 究 部)　 9.3.27　 9.4.27　 台 湾

来館者抄

　 1月10日 　 HEGAzI,　Mahmoud　 Mohammed

　 　　　 　 Fahmy(エ ジプ ト,エ ジプ ト国

　 　　　 　　立 図書館 ・古文書館館長)

　 1月13日 　 笹 村　二 朗((社)北 海道 ウタ

　 　　　 　　 リ協会 理 事 長),高 野 　 勇夫

　 　　　 　　 ((社)北 海道 ウタ リ協会事務

　 　　　 　　局長),佐 藤 　幸雄((社)北 海

　 　　　 　　道 ウタ リ協会事務局次長)

　 1月14日 　林 田　英樹(文 部省学術国際局

　 　　　 　　長),宮 蔦　和 男(文 部 省学術
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　 　　　 国際局学術課課長補佐)

1月27日 　 市川　 和夫(松 下電器産業株式

　 　　　 会社専務取締役)

1月31日 　RosEN,　Staffan(ス ウェーデ ン,

　 　　　 ス トックホル ム大学東 アジア研

　 　　　 究所教授),WAHLQuIsT,　 Hakan

　 　　　 (スウ ェーデ ソ,国 立民族学 博

　 　　　 物館東方部部長)

2月4日 　 上島　一 泰((社)大 阪青 年会



彙　　　報

　　　 　　 議所理事長),森 島　高文((社)

　　　 　　 大 阪青年会 議所常 任理事),金

　　　 　　 谷 　祥 司((社)大 阪青年 会議

　　　 　　 所理事),細 名　 哲夫((社)大

　　　 　　　阪青年会議所広報委員会副委員

　　　 　　 長)

　 2月18日 　 渡辺　孝至(会 計検査院官房審

　　　 　　 議 官),尾 上 さち子(会 計 検査

　　　 　　　院第4局 監理 課副長),瀬 倉

　　　 　　 通利(会 計検査院会計監査官)

　 3月3日 　 アジア地域博物館研修 ワークシ

　　　 　　　ヨップー行

　　　 　　 楊　志　軍(中 華人民共和国,

　　　 　　 黒龍江省文物管理局副局長)

　 3月11日 　 伍　精　忠(中 華人民共和国,

　　　 　　　中国西南民族研究学会副会長)

　 3月13日 　チ ェシュコ,セ ルゲイ ・ヴ ィク

　　　 　　　 トロヴィチ(ロ シア,ロ シア科

　　　 　　 学 アカデ ミー民族学人類学研究

　　　 　　 所付属現代応用民族問題調査 セ

　　　 　　　ソター所長)

　 3月16日 　 中国教育行政官代表団一行

　 3月17日 　 清木　孝悦(文 部省学術 国際局

　　　 　　　研究機 関課研究調 整官),佐 藤

　　　 　　　 義幸(文 部 省学術 国際局研究

　　　 　　 機 関課研 究所第一係長)

　 3月21日 　TOLSTOY,　Paul(カ ナダ,モ ン ト

　　　 　　　 リオ ール大学 人類学部教授)

　 3月24日 　 ス ワテ ィ ・カルテ ィア(イ ン ド

　　　 　　　ネ シア,ジ ャカルタ国立博物館

　　　 　　　館長)

　　　 　　　東南ア ジア青年招聰計画 ミャン

　　　 　 マ ー一行

3月27日 　 Muhammad　 Yousaf(パ キスタ

　　　 　 ソ,パ キス タソ考 古 ・博物館総

　　　 　 局)
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　　　　　　 　　　　　　 国 立 民 族 学 博 物 館 研 究報 告 寄 稿 要 項

1.国 立民族学博物館研 究報 告は,民 族学(文 化人類学)に 関す る論 文,資 料 ・研 究 ノー ト,

　調査研 究活動報告等 を掲載 ・発表す る ことに よ り,民 族学(文 化人 類学)の 発展 に寄 与す る

　ものである。

2.国 立民族学博物館研究報告に寄稿す ることがで きる者 は,次 の とお りとす る。

　 (1)国 立民族学博物館(以 下 「本館」 とい う。)の 教官(客 員教授等を含む。)及 び本館の組

　　　織 運営 に関与す る者

　 (2)本 館が受け入れた各種研究員及び研究協力者

　 (3)そ の他本館にお いて適当 と認めた者

3.原 稿を寄稿す る場合 は,論 文,資 料 ・研 究 ノー ト,調 査研究 活動 報告等 の うち,い ずれで

　あるかをその表紙 に明記 す るもの とす る。 なお,こ の区分 につ いての最終的 な調整 は,国 立

　民族学博 物館研究報告編集委 員会(以 下 「編 集委 員会」 とい う。)に おいて行 う。(編 集す る

場合 は,原 則 として論 文及び資料 ・研究 ノー トをi段 組,そ の他の ものを2段 組 として取 り

扱 う。)

4.原 稿執筆に おける使 用言語は,日 本語,英 語,フ ラ ソス語,ス ペイ ソ語,ロ シア語,中 国

語及 び ドイ ツ語 の うちいずれを用 いて も差 し支えない。た だ し,そ の他 の言語 を用い る場合

　は,編 集委員会 に相談す るものとす る。

5.特 殊 な文字,記 号,印 刷方法等が必要な場合は,編 集委 員会 に相談す る もの とす る。

6.寄 稿す る原稿 が論文 で,日 本語を使用す る場合は,原 則 として英文 に よ り500語程度の要 旨

　を付 け るもの とし,そ の他の言語 に よる論文 の場合は,編 集委 員会に相談す る もの とす る。

　なお,寄 稿す る原稿 については,執 筆者 名の ローマ字表記及 び原稿 表題 の英文 を付 記 しなけ

　れ ばな らない。

7.寄 稿す る原稿 の枚数 は,原 則 と して制 限 しない。ただ し,編 集す る場合 は編集委 員会の判

　断に よ り,紙 数等 の関係か ら分割 して掲載す ることがあ る。

8.寄 稿す る原稿 は,必 ず清書(欧 文 の場 合は タイプ)し,原 稿の写 し1部 を添付 す るもの と

す る。 なお,図,表 のス ミ入れ,レ タ リソグは,編 集委員会で処理す る。

9.寄 稿 された原稿 は,審 査委員会 において審査の うえ,採 否 を決定す る。 なお,原 稿は,採

　否 にかかわ らず原則 と して返却 しない。

10.稿 料 の支払 い,掲 載料 の徴収は行わない。

11.原 稿 の執筆 に当っては,別 に定め る 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」 による。

12.原 稿 の寄稿先及び連絡先は,次 の とお りとす る。

　　　〒565大 阪府吹 田市千里　万博公園10-1　 　　 　　 　　　 　 '

　　　　　　 国立民族学博物館内

　　　　　　 国立民族学博物館研究報告編集委 員会(電 話　代表06-876-2151)
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1.原 稿は,200字 詰原稿用紙 を使用 し,横 書 きとす る。

2.原 稿は,図,表 を除き,原 則 と して黒イ ソクを使用す る。

3.日 本語を使用 して執筆す る場合は,原 則 として当用漢宇,現 代かなつかいを用い る。

4.句 読点,括 弧,各 種 記号等 は,原 則 と して原稿用紙 のマス 目1字 分 の扱いをす る。

5.原 稿 中の年 号,月 日及 びその他 の数字 は,原 則 と してアラ ビア数字 を用い る。 なお,年 号

は,原 則 として西暦 とす る。

6.図 及 び表 は,一 図,一 表 ご とに別 紙に書 き,本 文 とは別y>　 括 して添付す るもの とす る。

　なお,図,表 ごとに通 し番号(「 図1」,「 表1」 等の要領に よ り記入),図,表 名及 び説 明並

びに 出典等を記 し,本 文原稿 の欄外 には,そ れぞれのそ う入箇所 を指定す るものとす る。

7.写 真は,写 りの明瞭 な もので,手 札判以上 の大 きさに焼 き付 けた もの に限 り,図 及 び表の

扱 いに準L"て 通 し番号,説 明を付 けた うえ,そ う入箇所 を指定す る もの とす る。 ただ し,カ

　 ラー写真は,原 則 として受け付 けない。

8.本 文 又は脚注 にお いて文献 を指示す る場合 は,カ ギ括弧 を付 け,著 者名,文 献 刊行年次,

　引用 ページ数 の順に下記の例に従 って記載す る。

　 　 [柳田　 1942:67-69]

　 　 [Leach　1961:123]

　 　 [柳田　 1942:67-69,1944:20r22;Leach　 1961:123]

ただ し,同 年次刊行物の場合は,ア ル ファベ ッ ト順 によ り,下 記の よ うに記載す る もの とす る。

　 　 [柳田　 1942a:20-22][柳 田　 1942b:10]

9.脚 注は,一 つ一つ別 紙に記 し,通 し番号 を付け る。なお,本 文 中に脚 注をそ う入す る箇所

　には,脚 注 の当該番号を記入 し,別 紙の脚注には,本 文 のペ ージ数を明記す るもの とす る。

10.本 文及 び脚注 において参照 した文献 は,す べて原稿の末尾 にま とめて下記の方法に よ り記

　入す る。

　 (1)文 献の配列 は,著 者名 のアル ファベ ット順 とす ること。

　 (2)文 献の記載 は,著 者名,年 号,論 題(タ イ トル),誌 名,巻,号,出 版社名 の順 とす る

　 　　こと。

　 　　欧文の雑誌名及 び単行本名は,イ タ リック体 にす るため,原 稿 には下線を引 くこと。 ま

　 　　た,ロ ーマ字人 名は,ス モール ・キ ャピタル とす るため,二 重下線 を引 き,日 本文 の場

　 　　合は,論 題 にカギ括弧,雑 誌名及 び単行 本名 に二重の カギ括弧 を付 け ること。雑誌 の巻

　 　　数及び号数は,原 則 としてアラ ビア数字を用いる こと。

　 　　 (例)

　 　　　論文の場合(1)

　 　　　　石 田英一郎

　 　　　　 　 1948「 文化史的民族学成立の基本問題」『民族学研究』13(4)=311-330。

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current Anthropologist. Current An-

       thropology 14 (4): 357-372.
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論文 の場 合(2)

　杉 浦　健一

　　 　1942　 「民間信仰の話」柳 田国男編 『日本民俗学研究』岩波書店,pp.117-143。

Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal 

        Abuse. In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of 

         Language, The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本 の場合

　 泉　　靖一

　 　　1966　 『文 明をもった生物』 日本放送 出版協会。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in An-

        thropology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological 

         Research, Inc.

翻訳 書の場合

　 エ リアーデ,M.

　 　 1974『 シャーマニズムー 古代的エ クスタシー技術一 』堀一郎訳　冬樹社。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The 

        University of Chicago Press.
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